
　複素数   0 1'1  を 1 の 5 乗根とし ,    を  に共役な複素数とすると

き ,  次の問に答えよ。
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=0 であることを示せ。 

(2)    0 11  を利用して ,  t=+  は 2t +t-1=0 をみたすことを示せ。

(3)    0 12  を利用して cos72,  の値を求めよ。
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